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られている 101 事例項目から、30 項目をアンケート化し、大学の教職課程で取り組んでいること


















通して直接的に養成できる側面としては 1.と 2.の内容を想定できる。一方、3,4,5 については本 
「将来，教員になってほしい」と期待している学生の特性 「教員として送り出すことに不安を感じる学生」の特性
1 教採試験に合格できる基礎学力がある 1 基礎学力が無い
2 担当教科を学問的に深く理解している 2 基礎学力が低い。
3 教科の学力が優秀である 3 基礎学力がない学生
4 教養（専門、教職、一般教養）を深めること 4 日本語作成能力のないこと
5 専門教科と教職教養のバランス 5 単位をたくさん落としている
6 学び続ける姿勢を保持していること 6 学力・能力が全般的に低い
7 勉学等にまじめに取り組む
8 基礎学力がある学生 教科に関する知識量不足
9 教えることを自ら組み立てて、構成することができる。 7 授業実践力の不足
10 授業以外の課外の勉強会にも積極的に参加している 8 教科の学力が低い
11 実践研究の研鑽 9 専門的知識不足
12 英語能力の向上に日々努めている。 10 教科の学力が不足している
13 学問や知識に貪欲な学生 11 教科に関する学力が十分でない学生
12 担当教科についての学問的な理解が浅い
1 読書家 13 圧倒的に担当科目についての知識量が少ない。
2 思考力がある、応用力がある 14 表向きの方法論にとらわれ深い専門知識が身についていない
3 柔軟な思考力を持ち合わせている
4 一つひとつの物事に対して自分が納得のいくまで努力する。 思考力の低さ
5 知的好奇心を常に持っていること。 1 自分の頭で考えない学生
6 自分の専門をとことん追求した経験を持つ人 2 すぐに答えを出そうとする。
7 リベラルな考察力 3 柔軟性に乏しく、課題に対して正解があると思い込んでいる
8 健全な批判精神を持っている 4 指示待ち
9 思考の柔軟性 5 機転が効かない
10 視野の広さ 6 思慮が浅い





15 自律的に考える力がある学生 1 人との対話ができない
2 相手のことを想像できない。
1 人や物事に対して誠実であろうとする 3 人と交わることを嫌う傾向が強いこと
2 人種・性別・障害・性的志向等について偏見なく多様性を尊重する 4 人に支えられていることに気がつきにくい学生
3 人によって態度を変えない誠実な学生 5 コミュニケーション能力が不足している学生
4 思い込みが強すぎることなく、さまざまな人間を受け入れる 6
5 相手への気遣い配慮ができる
6 相手の話をしっかりと聞く姿勢のあること 7 他者とコミュニケーションを取ることが苦手
7 他者と接することを楽しいと感じている 8 他者とのコミュニケーションを積極的に行おうとしない
8 他者の話に耳を傾ける 9 対人関係能力やコミュニケーション能力が十分でない学生
9 人と接触することが好きであること 10
10 フェアで大きな心、難事にも正面から立ち向かう気持ちがある
11 自身の役割を自覚し，チームで学校のさまざまな問題に対応できる 11 連絡や報告等が雑
12 同僚とともに仕事に取り組むことができること 12 柔軟なコミュニケーションが難しい学生
13 誰とでも丁寧に対話できる 13 コミュニケーションに苦手意識がある
14 健康で努力できる人、思いやりのある人 14 コミュニケーション力の問題が疑われる学生
























1 他者からのアドバイスを素直に受け入れる学生 1 自己中心的
2 経験から学べる学生 2 自己中心的で人のせいにする
3 責任感がある 3 周囲の状況が見渡せない自己中心的な学生
4 忍耐力がある 4 相手の立場に立って考えることができない。一人よがりである
5 色々悩みつつも前向きな学生 5 児童、生徒をはじめとした自分以外の他者の立場に立てない
6 自分の未熟さに向き合っている学生 6 困難に遭遇したとき、独力のみで問題を解決しようとする
7 メタ認知力と前向きなマインド 7 一見、まじめで一生懸命取り組もうとするが、視野が狭すぎる学生
8 8 自己満足の傾向がある
9 自己評価が異様に高い、もしくは低い
9 質問に来る学生 10 自己評価が高すぎる
10 自らの課題を意識し意欲的に取り組む姿勢 11 根拠のない自信家、被教育体験の絶対的盲信
常識のなさ
常識 1 礼儀知らずの人











7 熱意、豊かな個性、積極性、専門性 11 教職課程の課題に積極的に参加しようとしない
8 教員になりたいという確固たる希望を持っている 非社交的傾向・心身の弱さ
9 教師の仕事を楽しんでいる学生 12 友人が少ない
10 13 あまりしゃべらない
14 精神的弱さ
11 学校インターンシップに積極的に参加している 15 メンタルの問題を抱えている
12 子供が好きである 16 精神状態に不安を抱えている学生
13 相手の子供の力を信じることができる学生 17 几帳面すぎる
14 学校や生徒が好きである，一方で好きすぎない(学校を相対化できる) 18 体力・忍耐力・継続力の乏しい学生
15 子供のことを考えて行動できる学生 権威志向の強さ
16 子どもに誠実であること 19 権威的
17 生徒との関わりを喜べる、考え創り出すことを楽しめる 20 上意下達志向
18 児童生徒とのかかわりの慎重さ 21 多様性に理解がなく差別的である、またはそのことに思い至らない
19 子どもをめぐる現代社会の動向に敏感であろうとする 22 権威者の言説であるというだけの理由で、それに無批判に追従する















１．  基礎学力と知識・学び続ける姿勢 13 14 27
２．知的好奇心・柔軟な思考力 15 7 22
３．他者の尊重・コミュニケーション力 15 15 30
４．メタ認知・自己中心性 10 11 21
５．成熟性・常識 20 23 43
①       常識 3 2 5
②       教師への志向性・子どもへの関心 16 0 16
③       真面目さ　対　怠惰・不誠実さ 1 9 10
④      非社交的・心身の弱さ 0 7 7
⑤      権威志向 0 5 5




















本調査は 2018 年度の亜細亜大学研究倫理委員会の承認を得て、教職課程の仕上げとして 4 年
次後期に設置されている「教職実践演習」の授業の一環として実施された注１。 
対象者：教職実践演習履修者 43 名。分析にはその中の 37 名のデータを使用して再分析を行って
いる注２ 
４−１．アンケート調査と質問紙： 
 対象者には、あらかじめ manaba アンケートのシステムを利用して、以下のアンケート調査と  
質問紙を実施した。 
 




















② ロゴテストⅡ(7 項目３件法)[5]  
これまでの人生を悔いなく歩んできたか、後悔することの多い苦しい人生であったかを問
う（評価では値の低さが人生の困難さの苦難差の強さを表現する偏差値に換算した）。 
③ 多面的自我同一性尺度（4 因子 20 項目 7 件法）[6] 
A) 連続性    ：過去から現在に至るまでの自己の連続性の感覚 
B) 対自的同一性 ：自分がやりたいと考えていることの明確さ 
C) 対他的同一性 ：他人に理解されている自分が本来の自分と一致している感覚 
D) 心理社会的同一性：社会に受け入れられ、自己の可能性を発揮できる感覚 
④ マインドフルネス尺度（6 因子 31 項目 5 件法）[7] 
A) 自他不二の姿勢 :自分と他者を，同程度に思いやることができる 
B) 描写   :自分が感じていることを的確な言葉で表現できる  
C) 受容    :思考や感情や身体の感覚に，穏やかに意識を向ける  
D) 客観的観察    :目の前の出来事を客観的に眺めることができる 
E) 気づき    :自分がしていることに常に意識を向けながら行動する  








検査を専門とし、カウンセラーの経験がある教職課程教員（評価者 A）である。   
 























A) Repetition（同数反復頻度） :方略変更を促すアラート機能 
B) Counting（自然数対生成頻度） :更新機能と変更機能の低下 
C) Forward Counting（上昇系列の自然数対生成頻度） :禁止機能の低下 
D) Backward Counting(下降系列の自然数対生成頻度） : 更新機能 
E) BC-FC (D から C を引いた頻度の差分)           : 機能効率 






















６−１．人物印象評定（評価者 A と評価者 B の視点の違い） 
表 3 は、2 名の教員がおこなった人物印象評定間にはまったく相関が認められなかったことを

























感性 -0.03 ns 0.07 ns 0.05 ns 0.09 ns 0.04 ns 0.04 ns 0.05 ns
柔軟 0.03 ns 0.13 ns 0.08 ns 0.00 ns -0.09 ns -0.03 ns 0.02 ns
学力 -0.01 ns 0.11 ns -0.09 ns -0.03 ns -0.05 ns 0.12 ns 0.01 ns
成熟度 -0.19 ns -0.06 ns -0.13 ns -0.10 ns -0.19 ns -0.03 ns -0.13 ns
教師適性 -0.31 ns -0.12 ns -0.14 ns -0.10 ns -0.26 ns -0.21 ns -0.21 ns

















































ロゴテスト 0.22 ns 0.13 ns 0.21 ns 0.22 ns 0.23 ns 0.19 ns 0.23 ns 0.31 ns 0.06 ns 0.10 ns 0.23 ns 0.15 ns 0.22 ns
自他不二の姿勢
0.32 ns 0.43 ** 0.46 ** 0.44 ** 0.36 * 0.29 ns 0.43 ** -0.04 ns 0.16 ns -0.24 ns 0.06 ns -0.12 ns -0.05 ns
描写
0.22 ns 0.07 ns 0.00 ns 0.29 ns 0.15 ns 0.30 ns 0.20 ns -0.02 ns -0.18 ns -0.04 ns 0.11 ns -0.13 ns -0.05 ns
受容
-0.13 ns 0.03 ns 0.04 ns 0.08 ns 0.18 ns 0.03 ns 0.04 ns 0.07 ns -0.01 ns 0.20 ns 0.17 ns 0.20 ns 0.16 ns
客観的観察
0.23 ns 0.18 ns 0.25 ns 0.30 ns 0.35 * 0.26 ns 0.30 ns -0.20 ns -0.25 ns -0.14 ns -0.15 ns -0.30 ns -0.26 ns
気づき
0.27 ns 0.24 ns 0.25 ns 0.42 * 0.37 * 0.32 ns 0.35 * 0.07 ns -0.13 ns -0.05 ns 0.02 ns -0.11 ns -0.04 ns
存在すること
-0.01 ns 0.00 ns -0.02 ns 0.02 ns 0.09 ns 0.09 ns 0.03 ns -0.07 ns -0.06 ns 0.11 ns 0.23 ns -0.05 ns 0.04 ns
合計 0.19 ns 0.21 ns 0.22 ns 0.35 * 0.35 * 0.28 ns 0.30 ns -0.02 ns -0.09 ns 0.00 ns 0.12 ns -0.08 ns -0.01 ns
連続性
0.04 ns 0.21 ns 0.17 ns 0.15 ns 0.09 ns 0.14 ns 0.15 ns 0.21 ns 0.13 ns 0.20 ns 0.38 * 0.15 ns 0.27 ns
対自的同一性
0.17 ns 0.39 * 0.30 ns 0.49 ** 0.33 * 0.33 * 0.37 * 0.16 ns 0.02 ns 0.02 ns 0.21 ns 0.06 ns 0.13 ns
対他的同一性
0.15 ns 0.27 ns 0.29 ns 0.30 ns 0.22 ns 0.20 ns 0.27 ns 0.13 ns 0.01 ns 0.12 ns 0.21 ns 0.16 ns 0.16 ns
心理社会的同一性
0.30 ns 0.35 * 0.34 * 0.40 * 0.30 ns 0.35 * 0.38 * 0.00 ns -0.03 ns -0.01 ns 0.20 ns -0.14 ns 0.01 ns
合計 0.19 ns 0.36 * 0.32 * 0.40 * 0.28 ns 0.30 ns 0.34 * 0.15 ns 0.04 ns 0.10 ns 0.30 ns 0.07 ns 0.17 ns
Repetition
0.07 ns 0.00 ns 0.00 ns -0.02 ns -0.06 ns -0.07 ns -0.02 ns -0.13 ns -0.10 ns -0.05 ns -0.35 * -0.01 ns -0.16 ns
Counting
-0.10 ns -0.16 ns -0.24 ns -0.15 ns 0.01 ns -0.06 ns -0.12 ns -0.04 ns -0.07 ns 0.12 ns 0.01 ns -0.12 ns -0.02 ns
Forward Counting
-0.18 ns -0.29 ns -0.32 ns -0.19 ns 0.04 ns -0.12 ns -0.19 ns -0.29 ns -0.24 ns -0.12 ns -0.23 ns -0.31 ns -0.29 ns
Backward Counting
0.06 ns 0.10 ns 0.01 ns -0.01 ns -0.03 ns 0.06 ns 0.03 ns 0.29 ns 0.18 ns 0.37 * 0.31 ns 0.18 ns 0.34 *
BCーFC
0.19 ns 0.32 ns 0.29 ns 0.16 ns -0.05 ns 0.15 ns 0.19 ns 0.46 ** 0.33 * 0.36 * 0.42 ** 0.40 * 0.49 **






































































ロゴテスト 0.34 * 0.27 ns 0.06 ns 0.20 ns 0.36 * 0.17 ns 0.33 * 0.37 * 0.53 ** 0.44 ** 0.61 ** 0.57 **
自他不二の姿勢 -  




0.04 ns 0.37 * 0.65 ** 0.34 * 0.58 ** 0.06 ns 0.23 ns 0.23 ns 0.37 * 0.26 ns
受容
0.07 ns 0.04 ns
-  
0.49 ** 0.43 ** 0.39 * 0.63 ** 0.07 ns 0.28 ns 0.00 ns 0.14 ns 0.15 ns
客観的観察
0.30 ns 0.37 * 0.49 **
-  
0.59 ** 0.48 ** 0.77 ** 0.21 ns 0.43 ** 0.15 ns 0.38 * 0.35 *
気づき
0.26 ns 0.65 ** 0.43 ** 0.59 **
-  
0.45 ** 0.85 ** 0.24 ns 0.39 * 0.39 * 0.52 ** 0.45 **
存在すること
0.29 ns 0.34 * 0.39 * 0.48 ** 0.45 **
-  
0.75 ** 0.43 ** 0.40 * 0.22 ns 0.49 ** 0.45 **
合計 0.43 ** 0.58 ** 0.63 ** 0.77 ** 0.85 ** 0.75 ** -  0.35 * 0.52 ** 0.33 * 0.59 ** 0.53 **
連続性
0.52 ** 0.06 ns 0.07 ns 0.21 ns 0.24 ns 0.43 ** 0.35 *
-  
0.57 ** 0.69 ** 0.58 ** 0.84 **
対自的同一性
0.53 ** 0.23 ns 0.28 ns 0.43 ** 0.39 * 0.40 * 0.52 ** 0.57 **
-  
0.51 ** 0.78 ** 0.85 **
対他的同一性
0.40 * 0.23 ns 0.00 ns 0.15 ns 0.39 * 0.22 ns 0.33 * 0.69 ** 0.51 **
-  
0.59 ** 0.83 **
心理社会的同一性
0.66 ** 0.37 * 0.14 ns 0.38 * 0.52 ** 0.49 ** 0.59 ** 0.58 ** 0.78 ** 0.59 **
-  
0.87 **
合計 0.62 ** 0.26 ns 0.15 ns 0.35 * 0.45 ** 0.45 ** 0.53 ** 0.84 ** 0.85 ** 0.83 ** 0.87 ** -  
Repetition
-0.07 ns -0.02 ns 0.05 ns 0.34 * 0.04 ns 0.04 ns 0.08 ns 0.00 ns 0.01 ns 0.23 ns -0.03 ns 0.07 ns
Counting
-0.11 ns 0.01 ns 0.25 ns 0.33 * 0.14 ns 0.22 ns 0.23 ns 0.30 ns 0.32 * 0.25 ns 0.15 ns 0.30 ns
Forward Counting
-0.10 ns 0.09 ns 0.28 ns 0.38 * 0.21 ns 0.19 ns 0.26 ns 0.09 ns 0.28 ns 0.20 ns 0.16 ns 0.22 ns
Backward Counting
-0.06 ns -0.10 ns 0.08 ns 0.09 ns -0.03 ns 0.15 ns 0.08 ns 0.42 ** 0.21 ns 0.19 ns 0.07 ns 0.26 ns
BCーFC
0.05 ns -0.14 ns -0.19 ns -0.27 ns -0.20 ns -0.07 ns -0.17 ns 0.21 ns -0.10 ns -0.05 ns -0.09 ns -0.01 ns
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